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Opinion 

 会長 福内 一之 

 

梅の開花の便りが嬉しい季節となり、ますますご清栄のこ

とと存じます。皆様方におかれましても各分野でのご活躍が

目に見えるようです。 

早いもので夢追塾六期生の卒塾の時期となり、私たちもプ

レゼンや卒塾式とあわただしく過ぎたことが、つい昨日のよう

に思い出されます。と同時に、うかうかしていられないなと身

の引き締まる思いです。 

高齢化社会への対応を考える全国の政令指定都市を巻

き込んだ「サミット」が、来年の市制 50周年にあわせて計画さ

れています。高齢者が目標を持って元気に生きる、まさに夢

追塾の基本方針です。昨年行われた「夢追い夢語り」の経験

を生かし、皆様の力を結集してこのサミットを成功させたいと

願っています。また本年10月末には、若戸大橋50周年事業

の一つとしてウォーキング大会の計画もあります。これを支援

する活動も考えていきたいと思います。 

 皆様ご存じのとおり、昨年度には活動の活発化を目指し

て、プロジェクトチーム方式を導入し、同時に活動費の予算

計上も行いました。１年間だけですぐに評価は出来ません

が、活動費の活用が少なかったのが残念です。お金を貰っ

ての活動はちょっと・・・、という遠慮があるようです。しかし、

皆さんの活動に役に立ちたいとの折角の企画ですので、大

いに利用していただきたいと思います。 

 最後になりますが、「４期生は元気がいい」と言われたことを

改めて思い出して、ご活躍下さることを心から願っておりま

す。 
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憩い場創設を計画中 

原田 芳美 

 

二期生久保幸枝さんと一緒に、曽根地域にて一人暮ら

しのお年寄りの安否確認と食の供給を行っています。北九

州市の『訪問給食サービス』の活動をする中で、生涯現役

夢追塾に出会い、自分の活動を見直すことが出来て「目

から鱗」の思いです。介護相談員研修会でも『グループホ

ーム』を知ったのですが、認知症でなければ入所できない

方々のつらさ悲しさはとても大きいです。対策は予防が一

番大事と思い、健常者グループの「憩いの場」として、地域

自治公民館で健康料理教室やふれあい活動を始めようと

現在計画中です。 

 

 立春が過ぎたというのにまだまだ寒い日が続きますが、皆さんいかがお過ごしでしょうか。 

今回は、原田さんと本田さんが、今どんな活動をされているかのお知らせと、退職後熱心に海外旅行

をされている幸田さんのゴージャスなバリ島の旅行談などがあります。更に、２月２５日の総会での提

案の主なものを載せています。ご参考にしてください。 

  それからもう１つ、編集委員の全員が退職して少しばかり暇になります。先日の反省会で、これか

らは自分たちが直接取材して、その状況や感動を率直にお知らせしようということになりました。しか

も、これらの情報を素早くお知らせするためにパソコンをもっと活用したやり方も検討していくことにな

りました。どうなることか…? (右下の写真は反省会の様子です) 
画 東江 順子 



 

 ペンリレー  

  

「響灘ビオトープ」が今秋、本格オープン 

本田 忠弘 

 

 待ちに待った「響灘ビオトープ」が１０月上旬に本格オー

プンします。約 48ｈａの広大な敷地を持つ日本最大級のビ

オトープ（多様な生物が生息する空間）です。 

昭和 55年、産業廃棄物処理場として埋立て開始。その

後長年放置していたところ、湿地帯が自然発生。ヨシの群

生ができ、メダカやトンボなどが住みついてビオトープとな

りました。現在、鳥類 237種、昆虫 24種、植物 284種、魚

類 2種が確認されていますが、ほかにもまだまだいます。 

中には絶滅危惧種を含む多くの希少種もいます。2009

年秋には、北九州高校魚部の井上先生が「チビシジミガ

バリ島でエステ三昧 

 幸田 照子 

 

(前号から続く) 

日本人が多いホテル「アヤナリゾート&スパ」を予約して娘

と二人で４連泊しました。 

空港から車で３０分、ホテルの敷地内にあるヴィラは南の

島特有の茅葺屋根の戸建てで、各戸にバリ式門扉、塀で囲

まれた広い庭には２４時間水が注がれているプール、手入れ

の行き届いた芝、草花が咲き乱れその先には海が見えま

す。 

部屋は空調もよく、広いリビング、広いベッドルーム、大き

な化粧台が２つついた１６畳はありそうな部屋、ゆったりのクロ

ーゼット、庭に面して２０畳はあるバスルーム、花を浮かべて

フラワーバスにしてあります。なんか夢の中にいるようです。 

ムシ(2mmぐらいの小さな水生昆虫)」を愛知・種子島に

続き国内３例目の発見をしました。 

現在、活動拠点・環境学習施設として、ネイチャーセ

ンターに続いて観察デッキ、湿地観察施設、野鳥観察

施設も急ピッチで建設中です。オープン後は是非、皆

様ご来場いただき北九州の生物多様性を実感してみ

てください。 

次回は 桝谷忠明 さん、お願いいたします。 

カーを呼んで乗せてもらい、まるでお抱え運転手でもい

るような感じなのです。 

朝食は、ヴィラ専用のレストランに通ってそこのスタッフ

とも顔なじみになり、帰る日にはこの快適な生活とスタッ

フともお別れかと、名残惜しくてなりませんでした。 

４日間連続で通ったエステも、本当に心から癒され、レ

ストランから見えた海の景色、咲き乱れる花々に囲まれ

た幸せな６日間でした。 

バリ島には世界遺産もあるのですが、今回は目的が

癒しということで、町の様子やお勧めポイントは省きまし

た。「百聞は一見にしかず」といいますが、想像でバリの

楽園を感じていただけたら嬉しい限りです。 

今、幼馴染のちいちゃんがいたら、もっと嬉しい！ 

 

 

 

驚くばかりの設備と

サービス、スタッフもと

ても優しくて、現地人

のスタッフも簡単な日

本語での挨拶をしてく

れます。 

とても広い敷地を行

き来するには、バギー


